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領
域

中期経営目標 短期経営目標 具体的方策 取組指標
評
価 成果指標 評価 分析コメント 改善策

学校関係者評価
記入欄

評価

4　月４回以上の更新、前月末の紙面発信、電話等
への即時対応

4　保護者アンケート肯定的回答90％以上

3　月３回以上の更新他 3　保護者アンケート肯定的回答80％以上

2　月２回以上の更新他 2　保護者アンケート肯定的回答70％以上

1  月２回未満の更新他 1　保護者アンケート肯定的回答70％未満

4　アンケート回収率90％以上達成 4　アンケート回収率90％以上

3　アンケート回収率80％以上達成 3　アンケート回収率80％以上

2 　アンケート回収率70％以上達成 2　アンケート回収率70％以上

1  アンケート回収率70％以下 1　アンケート回収率70％未満

4　各学年　年4回以上実施 4　「おおむねできた」と全教員が回答した。

3　各学年　年3回以上実施 3　80％以上が回答した。

2　各学年　年2回以上実施 2  60％以上が回答した。

1　各学年　年2回未満実施 1　60％未満であった。

４　資料を提示し、丁寧に説明した結果、よく理解
された。

4　学校運営協議会委員アンケート肯定的回答90％以上

3　おおむね理解された。 3　学校運営協議会委員アンケート肯定的回答80％以上

2　あまり理解されなかった。 2　学校運営協議会委員アンケート肯定的回答70％以上

1　理解されなかった。 1　学校運営協議会委員アンケート肯定的回答70％未満

4　「おおむねできた」と教員100％回答 4　児童の80％以上が課題に対する振り返りを実施

3　教員80％以上回答 3　児童の70％以上が課題に対する振り返りを実施

2  教員60％以上回答 2　児童の60％以上が課題に対する振り返りを実施

1　教員60％未満 1  児童の60％未満が課題に対する振り返りを実施

4　「おおむねできた」と教員100％回答 4　児童の80％以上が自分の考えを表現し、学び合いで発言

3　教員80％以上回答 3　児童の70％以上が自分の考えを表現し、学び合いで発言

2  教員60％以上回答 2　児童の60％以上が自分の考えを表現し、学び合いで発言

1　教員60％未満 1　児童の60％未満が自分の考えを表現し、学び合いで発言

4　児童の発言等を意識的に価値付けする授業実践
80％以上実施

4　保護者アンケート「各教科の基礎的・基本的なことがらが身
に付いてきている。」との肯定的回答で80％以上

3　70％以上実施 3　保護者アンケート肯定的回答70％以上

2　60％以上実施 2　保護者アンケート肯定的回答60％以上

1　意識しなかった。 1　保護者アンケート肯定的回答60％未満

4　一日１回以上授業に取り入れた。 4　学習効果が高まった児童が80％以上

3　週に２〜３回以上授業に取り入れた。 3　学習効果が高まった児童が70％以上

2　週に１回程度授業に取り入れた。 2　学習効果が高まった児童が50％以上

1　ほとんど行わなかった。 1  学習効果が高まった児童が50％未満

4　学期に1回以上授業実践教員100％
4　保護者アンケート「お子さんは学校ですすんで読書をしてい
る。」との肯定的回答で80％以上

3　実践教員80％以上 3　保護者アンケート肯定的回答70％以上

2　実践教員60％以上。 2　保護者アンケート肯定的回答60％以上

1　実践教員60％未満 1　保護者アンケート肯定的回答60％未満

4　「おおむねできた」と教員100％回答
4　保護者アンケート「学校のきまりや家庭でのきまりを守って
いる。」との肯定的回答で80％以上

3　教員80％以上回答 3　保護者アンケート肯定的回答70％以上

2  教員60％以上回答 2　保護者アンケート肯定的回答60％以上

1　教員60％未満 1　保護者アンケート肯定的回答60％未満

4　「迅速に組織的に対応できた」と教員100％回
答

4　保護者アンケート「学校は、いじめ防止や体罰防止に取り組
み、子供の人権を大切にしている。」との肯定的回答で80％以
上

3　教員80％以上回答 3　保護者アンケート肯定的回答70％以上

2　教員60％以上回答 2　保護者アンケート肯定的回答60％以上

1  教員60％未満 1　保護者アンケート肯定的回答60％未満

4　年に３回以上実施教員100％ 4　保護者アンケート肯定的回答90％以上

3　年に２回以上実施教員80％ 3　保護者アンケート肯定的回答80％以上

2　年に１回以上実施教員60％ 2　保護者アンケート肯定的回答70％以上

1　実施しなかった。 1　保護者アンケート肯定的回答70％未満

4　学期に２回以上交流実施教員100％ 4　保護者アンケート肯定的回答90％以上

3　学期に１回交流実施教員80％ 3　保護者アンケート肯定的回答80％以上

2  年間１回交流実施教員60％以上 2　保護者アンケート肯定的回答70％以上

1　年間１回交流実施教員60％未満 1　保護者アンケート肯定的回答70％未満

4　「おおむねできた」と教員100％回答
4　児童アンケート「休み時間は外で遊んだり、運動をしたりし
ています。」80％以上

3　教員80％以上回答 3　児童アンケート70％以上

2  教員60％以上回答 2　児童アンケート60％以上

1　教員60％未満 1　児童アンケート50％未満

4　「おおむねできた」と教員100％が回答した。 4　保護者アンケート肯定的回答80％以上

3　80％以上が回答した。 3　保護者アンケート肯定的回答70％以上

2  60％以上が回答した。 2　保護者アンケート肯定的回答60％以上

1　60％未満であった。 1　保護者アンケート肯定的回答60％未満

4　場面を捉え90％以上指導実施教員100％ 4　保護者アンケート肯定的回答80％以上

3　場面を捉え80％以上指導実施教員80％以上 3　保護者アンケート肯定的回答70％以上

2　場面を捉え70％以上指導実施教員60％以上 2　保護者アンケート肯定的回答60％以上

1　場面を捉え指導70％未満教員60％未満 1　保護者アンケート肯定的回答60％未満

4　90％以上の必要情報の理解と共通指導を実施
教員90％以上

4　保護者アンケート肯定的回答90％以上

3　80％以上の必要情報の理解と共通指導を実施
教員80％以上

3　保護者アンケート肯定的回答80％以上

2　70％以上の必要情報の理解と共通指導を実施
教員60％以上

2　保護者アンケート肯定的回答70％以上

3　70％以上の必要情報の理解と共通指導を実施
教員60％以上

1　保護者アンケート肯定的回答70％未満

２０２２年度　町田市立町田第六小学校　学校経営計画・学校評価表（自己評価・学校関係者評価）
令和4年3月31日

学校教育目標  　　心豊かにたくましく、伝え合い、認め合い、学び合う子供の育成

○目指す学校像・・・・・・・・①どの子供も明るく、楽しく、支え合い、学び合い、明日の登校を待ち望む学校　②保護者・地域から信頼され、安心して子供を通わせたくなる学校　③教職員が教育に対する夢と使命感をもち、子供一人一人の成長を喜び合えるチームの学校
○目指す児童・生徒像・・・①深く学ぶ子　みんなと協力し、自ら学び、伝える力を高め、活用力のある学力を確実に身に付けた子　②一人一人の違い、人間の多様性を認め、思いやりの心と行動力をもち合わせた心豊かな子　③命を大切にし、健康で安全な生活を心掛け、体力の向上に努める心身ともに健康でたくましい子
○目指す教師像・・・・・・・・①子供の成長を期待し、自らの資質向上に努める教師　②学校教育目標達成のために組織的に尽力する教師　③家庭・地域との連携を深め、学校との信頼関係を高める教師

社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
実
現

目指す学校及び子供
の姿を家庭や地域社
会と共有・連携した
教育課程を実施す
る。

学校からの迅速で効
果的な情報発信と受
信・共有を行う。

学校だより等の掲載、学校公開
や保護者会等の予定や方法の発
信などホームページの更新。緊
急メールの活用と問い合わせへ
の即時対応。

4

グーグルフォームと紙面配布を
併用し、学校評価・行事アン
ケートの回収率向上。

4 4.0

保護者へのアンケートは全てフォームで行った。教育活動
についてのアンケートは100％回収を目指し95％　行事に
ついては回答自由とした。

継続する。教育活動についてのアンケートは、2学期制によ
る個人面談で話題とするため、児童・保護者ともに2週間程
度早める。

3.8

3.4

取り組み指標通り行った。 継続する 【取り組みへの肯定的評価】
・２０２２年度の学校経営方針の目指す学校像での目標も、安心して通わせたくなる学
校、子供一人一人の成長を喜びあえるチームの学校等目標に近付いている・情報発信、
家庭・地域との連携、教育活動の充実につとめている校内体制は評価したい。・HPの
活用、ICT危機による情報発信受信は、保護者として対応しやすく返答も出しやす
い。・地域の協力があってこその野菜作り（農業体験）、登下校の見守り。まちとも等
どれも地域社会と共有できている。

【要望・提案・改善案】
・言葉や文書による情報伝達の良さの共通認識に基づくICT発信であることを期待した
い。・学校から出される文書については、読み手に混乱を起こさせない表記をお願いし
たい。・地域協働活動においては、シニアボランティア中心に活動しているが、今後は
PTAにも参加を募りたい。少ない回数でも地域協働活動を知り、学校への理解が高め
る機会となる。・徐々に活動が（コロナ前に）戻りつつあるため、地域との交流、活動
する機会が再開され増やしていくことをお願いしたい。学校に行く機会が減り、近所の
保護者と交流のない方がいる。・教員と保護者で、地域や二中との連携についての認識
が違う。学校だよりなどで情報発信するとよい。

教員が話し合い活動を意識して学習に取り入れようとする
ことはできているが、指導について教員の力量の差が課題
となる。
学校全体の教員の指導力向上を図る必要がある。

研究発表に国語科で取り組む中で、学力向上とともに「話し
合い」をするために必要な資質・能力について研究・研修を
する。自分の考えを「広げる・深める」ための指導の手立て
について、研究・研修時に意識する。

確
か
な
学
力
の
育
成

　授業改善を進め、
基礎的・基本的な知
識及び技能の確実な
習得と思考力、判断
力、表現力等の育成
とともに、主体的・
対話的で深い学びを
実現する。

国語指導の改善・充実
を校内研究の基盤とし
て、言語能力を高める
指導を推進し、基礎
的・基本的知識及び技
能の確実な習得・徹底
を図る。

学習規律を確立し、ノートの作
り方、発言のさせ方や板書等を
共通理解し、授業実践に努め
る。

3

4.0

各学年地域人材を活用した学習を年間4回以上行っており、
「地域と一体となって子供たちを育んでいる」ことへの回
答は「できた」「概ねできた」と回答している。しかし、
ねらいの共有に対する意識が薄い場合、取り組み目標のア
ンケートでは年間実施回数を実際の活動より少ない回数と
するものがいた。

地域学校協働活動の周知。ねらいを共有化するための時間の
設定。学年主任、地域連携担当教員の連絡調整時間の確保。
次年度の町田市の地域学校協働活動への取組に則り、地域と
学校でねらいを共有する。

学校運営協議会において、資料
を示して児童の活動や変容等を
具体的に説明して、共通理解を
図る。

4

家庭や地域との連携
を強化する。

地域の教材化や外部人材の活用
を積極的に推進し、地域との交
流や地域を生かした教育活動を
充実させる。 4

3.5

特別支援的配慮を要する児童の所属する学年での学習規律
の確立が課題。

主幹・主任教諭が授業を行い学級指導についOJT
特別活動について児童の指導の支援をしながらOJT
4月に町六学習スタンダードについて確認

4.0

文字や数値の多い資料とともに、写真やグラフ
児童の活動の様子を把握できる資料が必要。

写真や画像で児童の活動の全体像を把握できる資料を
協議会の場で提供する。

町六スタンダードの定着のた
め、全学級、全校体制での指導
を全教員で取り組み、指導の徹
底を図る。

4

【取組への肯定的評価】
・行事への取組は、学校全体の活力や工夫などが感じられ、素晴らしかった。・児童を
見守り、安全な学校生活を保障することへの意識が高いことは評価したい。
・保護者アンケートの結果を見て、個人面談を行うなど、きめ細やかな対応をされてい
る。保護者は、教員が子供たちに寄り添い、思いやりのある指導をされていることに感
謝されているコメントが多かった。・子どもまつりでは６年生の成長が見られた。・学
芸会は保護者の入れ替えがスムーズで、予定がずれ込むことなく行われ、各学年が工夫
して演じていたところがよかった。・友達をとても大切にしている様子がよく分かる。
登校時に友達のことを待っていることがある。・心のアンケートの実施、いじめについ
て道徳での授業を行う事で、児童の意識付けにつながったのではないか。・なかよしタ
イムなど、他学年との交流ができている。職員の意見でもっと交流を増やすことを考え
ているならばぜひお願いしたい・常に職員同士で協力して子供たち一人一人を丁寧に見
守って指導されている姿に感心する。集団行動が苦手な児童に対して担任以外の職員が
マンツーマンで付き添っているのを度々見かける。子供たちは疎外感を感じることなく
各々のペースで社会性を自然に身に付けることができていると思う。・道徳授業を通し
ていじめの指導によくあたっている。以前よりはあいさつをする児童が多くなった気が
する。運動会では、やまばと学級が走った時にゴールできたことに子供たちも拍手を自
然と送っていた。そういう小さなことが他人への優しい心の育成となるのではないか。

【要望・提案・改善案】
行事の取組姿勢から、児童には期待をかけて引き出せる力がまだあるように思えるの
で、検討していただくことを期待したい。・支援の必要な学級に対して校内体制で取り
組んでいるようだが、次年度を見据え、今、やっておくべきことを明らかにし、引き続
いての指導をお願いしたい。・毎年読書が少ない結果が出る。２０年以上前になるが、
我が子の時は教室の後ろに本を読んだ数をグラフにして貼りだして競っていた。・コロ
ナ禍で中断されたアイマスク体験、点字学習等の福祉体験学習の再開を期待する。

3.3

3.2

表現活動を意識して学習に取り入れようとすることはでき
ているが、指導について教員の力量の差が課題となる。
学校全体の教員の指導力向上を図る必要がある。

研究発表に国語科で取り組む中で、学力向上とともに「話し
合い」をするために必要な資質・能力について研究・研修を
する。

町田市「授業をデザ
インする８つの取
組」から、「価値あ
る対話の共有」を具
現化した授業づくり
をする。

授業の中で、教育活動のねらい
や指導事項に沿った児童の発言
等の価値付けを意識的に行う授
業づくりをする。

3.3

書くこと、話すこと、ICTを活用して表
現すること等を通して、自分の思いや
考えを他者に伝える学習活動を取り入
れた授業を設定する。

3

図書館指導員等と連携して図書
館の有効活用を図り、児童の学
習意欲、学習効果を高める授業
を行う。

4 2.6

どの学年も　指導員のと連携した読み聞かせや本の紹介・
学習に必要な図書の選択を行い、高学年では町田市民文学
館と連携した。教員の自己評価は低く、主体的に行えてい
ないという課題意識をもっている。

3.2

児童の力を育てるための価値付けについて、教科指導だけ
でなく教育活動全般で行い、さらに意識的に指導していく
必要がある。

研究発表に国語科で取り組む中で、ねらいとそれにせまる手
立てをはっきりさせ、価値ある発言を即時評価する意識を高
める。教科だけでなく学校生活全般で、価値ある行動をした
児童に対し間をおかずに認める姿勢をもつよう意識付ける。

発表や話し合い、協働での意見
整理、協働制作などを通して、
友達と考えを共有し、自分の考
えを広げさせる活動を取り入れ
た授業づくりをする。

3.4 3.3

【取組への肯定的評価】
・コロナ感染対策のための制限下であっても、研究テーマを設定し児童一人一人に確か
な学力の習得を保証するための授業づくりに取り組んでいると校内体制を認識してい
る。・児童は「先生の授業は分かりやすい」「授業で習ったことがよくできるように
なった」と感じている。子供のひきつけ方や興味をそそるための研究に日々努力されて
いる結果である。確かな学力が身に付いていることがうかがえる。児童のアンケート結
果を見ると昨年よりどの項目もよくなっている。今年も先生方の授業の教え方に児童が
集中できるよう努力が感じられる。・日記の宿題が功を奏している。鉛筆を持つこと、
コミュ二ケーションにも通じて良い。・児童が休んでいても、体調的に可能な場合
meetで授業に参加できたことは保護者としてありがたい。

【要望・提案・改善案】
 ・授業改善推進プランを積極的に授業に生かす教員の意識が必要。・３年間のコロナ
の影響で学習面でのつまづきが解消されないままの児童がいるのではないかと懸念して
いる。・学力向上には、学習に向かう姿勢と学習習慣の定着が必要で、そのために家庭
の理解・協力が必要。児童の将来のための課題解決に外部からも協力をしていきた
い。・ＩＣＴの活用と知識・技能の習得・定着の確認方法について、解決策を見いだす
ことが課題。・保護者は、英語にもっと低学年のうちから力を入れてほしいと考えてい
る。・低学年に関してナビマの導入により入力などで戸惑う声が聞かれた。自分で書く
事への重点は忘れず続けてほしい。・「友達の考えを聞いたり自分の考えを伝えたり議
論して深めたりする」ことはあまり得意ではないように思う。教員による評価もこの項
目の評価は高くないため、授業内容のさらなる工夫を期待する。・保護者より、教員の
評価が低い。・ICTを生かした勉強などを少し見直し、使用マナーについてもっとしっ
かり伝え、上手に使用できるようにするとよい。

現状で行っている指導員との連携や図書を利用した教科学習
について再考し、学習意欲や効果を高めるためという目的を
明確にもった図書の有効活用を図る。学校だよりや保護者会
で学校で行う読書活動や図書を利用した学習について知らせ
る。

4

3.2

機を逃さず指導をする意識があり保護者も概ね肯定的にと
らえている。他者に迷惑のかかる行為について他者意識が
なく行うことがある。

きまりのある意味、他者意識　人権尊重の観点から　道徳の
学習を中心に道徳的な心情を高める。

3.8

3.3

学級担任だけでなく専科教員がよく児童の様子を観察し、
聞き取りや指導にも関わってチームでいじめを発見、解決
しようとする意識がある。学校の取組についてアンケート
で疑問を記入した保護者については個人面談で聞き取り済
である。

全校で児童の様子を丁寧に観察する姿勢の継続。保護者への
連絡・情報共有の継続。

3.3

健
や
か
な
体
の
育
成

正しい生活習慣を身
に付けさせ、丈夫な
体とたくましい心を
育てるとともに、自
助・共助・公助の力
を身に付ける安全指
導・安全教育を充実
する。

運動の日常化と健康
教育及び食育の充実
を図り、基礎体力の
向上を図る。

体力テストの結果分析を生かし
た体育科の授業や体育的行事、
休み時間などの機会を通して、
運動の日常化を図る。

2

3.2

いじめ防止の指導、児童の意識の涵養は図られているが、
行動に移すことができない児童もいる。

学年だよりの内容を向上させ、学年の取り組みが伝わるよう
にする。

様々な人との関わりをもち、集
団のきまりを守り、仲間として
協力する態度を育むために、異
学年交流であるなかよしタイム
や特別支援学級との交流を計画
的に実施する。

4

道徳教育や学級を中
心とした様々な人と
の関わりを充実させ
る活動を通して、豊
かな心を育む。

年３回以上いじめに関する道徳
授業を実施する。

4

豊
か
な
心
の
涵
養

多様性を尊重し、自
分と共に他者を大切
にする意識・意欲・
態度を育てる。

小中一貫の教育の視
点に立った生活指導
の充実により、社会
のルールや学校の決
まりを守ろうとする
意識を高める。

給食指導及び教科等における指
導を通して、食生活の充実・改
善をねらいとした「食育」を推
進する。

3

3.2

教員の評価が低い。体力テストの集計結果が出てから評価
までの期間が短いこともあり、十分な取組とはなっていな
い。児童の体力向上への課題意識はあり、学校保健委員会
でもこれについて話し合いをしている。休み時間に校庭で
遊ぶ児童がコロナ関連の事項が発生する以前より減ってい
る。

体育集会　クラス遊びなどの活性化
今年度の体力テストの結果を受けた重点項目を来年度の学年
に引き継ぐ。

どの学年も　交流を行い実績はあるが、教員の自己評価は
低く、主体的に行えていないという課題意識をもってい
る。

教員の目的意識を高めるための分掌からの丁寧な発信。
年度初めの研修。特別支援学級の校内での授業公開時に交流
についての確認をする。

月１回「心のアンケート」実施
や日常の観察・カウンセリング
を通して、児童の悩みを捉え、
いじめ対策委員会など、校内組
織を活用し、迅速に対応して早
期解決を図る。

3.0

3.0

概ね肯定的な回答となっている。栄養士が給食時に各クラ
スを回り、指導の補助に入っている。

今年度の指導の継続。

児童の心身の安全・安心を保障
するための危機管理情報（健
康・問題行動・安全管理情報
等）を校内で共有し、共通指導
の徹底を図る。

3.5

校内の安全な生活環
境を整え、自分を守
り相手を守る安全教
育の実施と危機管理
体制を確立する。

遊びのルール、校内の廊下・階
段の歩行、通学路の歩行など、
学校のきまりを守る姿勢を身に
付けさせる。

3.4

3.3

概ね肯定的な回答となっている。欠席連絡については今年
度は電話連絡としていたが、利便性を考慮するとフォーム
で行うことが適当という学校評価となった。

欠席連絡フォーム　1月から3月に試用　2023年度から実
施。
保護者とのこまめな連絡の継続。欠席した家庭への丁寧な連
絡を継続。
特に怪我の場合の学校生活上の配慮について注意することな
どを保護者と丁寧に確認する。

【取り組みへの肯定的評価】
・公園では子供たちがよく元気に遊んでいる。・校庭で遊んでいるときに、職員もいっ
しょになって遊んでいることがある。・学校保健委員会で、トレーニングを披露したの
は興味深く、子供とともに楽しみながら行えた。次年度の体力作り指導に期待した
い。・給食に関して、様々な地方の料理、昼の放送での紹介、給食だより、畑でとれた
野菜の取入れ、栄養士の先生が教室を回っているのを聞き食育に力を入れていることが
感じられた。今後もぜひお願いしたい。・「まちとも外遊び」は健やかな体の育成とい
う点で重要な役割を果たしている。コロナや熱中症リスク等、制約があって大変難しい
とは思うが「まちとも外遊び」にもっと多くの子供が参加して楽しみながら体を動かせ
るような取組ができたらと希望する。・運動会もコロナ対策で最小の出し物だったが大
成功だった。今の日本全体的に体育がきらいな児童が多いと新聞に出ていた。体を動か
すと疲れるからいやだという児童、授業で運動の面白さを知れば楽しいはず、授業の中
で楽しさを教えることができるとよい。町六まつりなどでするのもOKなのでは？（水
泳・ダンス手伝います。）朝早く起き、朝ご飯食べるのも成長には大事な事、児童にも
う一度伝えるとよい。

【要望・提案・改善案】
・体力テストの結果が出てから、取組を考えるのでは効果を期待できない。年度当初の
学級経営案作成の段階で目の前の児童の姿から体力面での課題を見いだしているのでは
ないか。・コロナ禍の生活による体力の低下については、今後対策をとられることを期
待したい。・毎年行っている体力テストは、当該学年の中間期における体力点検値と考
えるべき。・「日常的に運動やスポーツ（遊びを含む）に積極的に取り組んでいる」評
価が職員と保護者に差がある。・保護者の意見要望に夏休みの間習字やダンスなどの習
い事をやって欲しいとある。習字、ダンスは協議会委員が協力できる。・登下校に関し
て、指導後も石けりをする姿を見かける。反面、信号のない横断帯で車が止まり児童が
渡る際に、止まってくれた運転手へお辞儀をして渡る姿を見たこともあり他者への感謝
ができる事はとても良いことだと思う。

3.2

学校安全ボランティアからの情報により、通学路や登下校
の仕方について指導をしたことが数回ある。事故多発箇所
もあることから継続的な指導が必要。不審者情報は警察よ
り先に学校に連絡をする家庭が多い。

校内の歩行に関しての指導を継続。不審者情報はまず警察へ
連絡することを保護者に再度周知。


